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NPOが目指す広域連携ネットワーク
システムについて

NPO法人広域連携医療福祉システム支援機構
理事長 周藤安造

NPOの主な活動

●多様化する医療ニーズの中で、団塊の世代
が後期高齢者となり、医療、介護、福祉サー
ビスが急増するいわゆる「25年問題」に対応
する「広域連携ネットワークシステム」の構
築と実現を目指した活動を行う。

●コロナ禍により、患者等の移動が抑制され
ている環境下において、広域連携ネットワー
クシステムの有効性が生かせるアプリ開発な
ど新しい活動を目指す。
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コロナ禍での広域連携ネットワークシステム
の役割

患者等人の移動と総医療費を抑制するための
活動として以下の支援を行う。

オンライン診療支援

遠隔医療支援

人工透析ネットワークシステム

在宅リハビリとネットワークシステム

組織と体制

７

NPO法人 GCM研究会連携

社員総会

理事会

ＮＰＯ／ＧＣＭ交流
フォーラム

各種分科会
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２５年問題、コロナ禍対応ソリューション

コンセプト

人工透析N・W、在宅リハビリN・W
オンライン診療など

IHE対応基盤
フレーム
SugerCube

ＡＩＩによる
強固なセキュリ
ティシステム

２５年問題,コロナ禍
対応型広域連携ネッ
トワークシステム

医療機関、福祉施設等への提案
モデル作成

ニーズ重視アプリ

拡張性・汎用性

安全性

多職種連携と情報共有

７

広域連携ネットワークシステム
（電子会議）

居宅
（患者、
介護者）

診療所
企業・
NPO

情報系
大学

介護施設

アプリの整備 臨床共有データ

２５年問題,コロナ禍対
応

ソリューションズ

臨床ニーズ
（医療・福祉）

地域拠
点病院



2020/11/17

4

在宅ケア向け広域連携ネットワークシステ
ムの事例

７

●情報共有（各種収集データ、各種臨
床データ）⇒介護支援、見守り支援、
リハビリ支援
●電子会議（施設間、異職種間連携）

大学、企業
NPO等

居宅
患者、介護者

ウエアラブ
ル端末
監視カメラ
IoT機器

クラウドサーバー
ICT支援機関

各種
福祉施設

総合病院

・病院・施設から
在宅への
スムーズな移行
・総医療費の削減

効果

今後の課題

●実現のための産学連携、医工連

携の推進

●物づくりへの早期着手


